
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏へ続く 

 国際流通科：新年度にあたっての確認事項（生徒向け）  

全般 

●挨拶・返事  校内外で通用するような、元気な挨拶・返事を心がけましょう 

●言葉遣い  目上の人に対し、正しい敬語を自然に使えるよう意識しましょう 

●身だしなみ  そのままの格好で進路活動ができるのが基本です。日頃から意識しましょう 

●笑顔      満面の笑みがあふれる学校生活にしましょう 

●感謝  支えてくれる人たちへの感謝の気持ちを持ちましょう 

すべては幸せな人生を送るために、高校生から大人として必要な学びとする。 

日常生活面 

○挨拶・返事（国際流通科は挨拶を大切にしています） 

朝・帰りの SHRや授業の開始・終了時の挨拶は、他学科とは違うので注意しましょう。 

○通常の授業 

 授業開始「よろしくお願いします」  授業終了「ありがとうございました」 

○ビジネスを意識した授業 

 授業開始「おはようございます」  授業終了「お疲れ様でした」、（「お先に失礼します」） 

○言葉遣い（日ごろの言葉遣いが、大切な時に出てしまうものです） 

目上の人に対して、正しい言葉遣い、自然な敬語を使えるように意識しましょう 

親しい友人に対しても、思いやりをもった言葉遣いを意識しましょう 

○身だしなみ（国際流通科の基本は「そのままの格好で進路活動ができる」というものです） 

ソックスの色（白・黒・紺・グレーの無地）華美な物は身に着けないこと 

ピン留めの色・形についても、ヘアアクセサリーや華美な物は身に着けないこと 

準備室の入退室の際には、正しい身なりで入室するように（カーディガンでの入室は不可）。 

   総合実践室は会社を想定しているため、礼法に注意する（入退室時挨拶、号令時ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝ着用不可）。 

進路 

○国際流通科は、多様な進路選択に対応します 

保護者との会話をたくさんして、目標を早めに設定することが重要です 

進路も、進路実現方法も多様です。進路実現の方法は担任の先生にも相談しましょう 

自己の進路と向き合い、真剣に卒業後のことを考えましょう 

 

学習面 

○家庭学習が必要です 

毎日の積み重ねが大切です。学習へ取り組む時間を作り出す努力をしましょう 

○資格取得に取り組もう 

全商検定１級３種目以上を取得すると、卒業式で表彰されます。 

卒業後の自分の自信にもつながります。積極的な検定取得に向け努力を重ねましょう 

千歳高校国際流通科  流通科通信 Vol.1 2026.５.２２（開校７７周年（７８年目）商業科設置７０周年（国際流通科学科転換 ２７周年） 

Since 1948 

1 年生の皆さん！入学おめでとうございます。心から歓迎いたします。 

１ヶ月が経ちました。2，3 年生の皆さんはどうですか？ 

 １年生の皆さん改めまして、ご入学おめでとうございます。学校生活に慣れたでしょうか？ 

早々、誰でも簡単にとはならないことと思います。中学生と高校生の違いや差があって当然です。 

徐々に一歩一歩、一日一日と歩みを進めることがとても大切です。立派な社会人になるために学校で学びをしっかり生かしてください。 

同時に慣れが来てしまい、いい加減、適当な動きになったりしている人はいないでしょうか？2，3年生の中でもそんな新鮮な気持ちを忘れ

てしまい、失敗や指導を受けていることはないでしょうか？春はスタートの季節、気持ちを入れ直す時期とも言われます。 

年度はじめなので、歴史について触れたいと思います。題名の所に載せましたが、開校77年、商業系学科設置70年という長い歴史があ

る中で、私たちがいまこの学校で学習できていることを考えてくれたらと思います。いまの良き学校の基礎は卒業生があってのことです。君

たちもさらに積み上げてほしいと思っています。先輩たちに負けず劣らずいい国際流通科の活動を作っていきましょう。 

「けだかきこころ」 
「高い志・純粋な精神」校歌の一節より   (文責 野畑了裕) 

※入学時、新年度スタートに確認している学科として

の確認事項です。すべての流通科の活動の「基本エ

キス」が確認事項の全般には入っています。目標に向

かっていくための土台であると考えています。愛される

人として仕事や生活ができるよう一つ一つ学んでほし

いと思っています。 

 

 ３年生の進路の面接で「国際流通科で学んだことは

何ですか？」と聞かれることがよくあります。実際に通

っている人にしかわからないはっきりとした学びがある

のですが、語ることのない高校生活ほどさみしいことは

ありません。１年生のみならず、2，3 年生も改めて再

確認しください。自分の高校生活を「語れる」ような意

味や意義のある活動をしてください。 



挨拶指導  

 

  

  

 

検定への準備 

検定の年間スケジュールです。いよいよ 6 月から検定が始まります。

色の濃い部分が１年生全員受験の検定日です。担任や教科担任の先生か

ら言われていると思いますが、部活動の大会や私的な用事をなど各自が

把握、調整して極力受験してもらうように伝えています。スケジュール

管理をお願いします。 

上級生も自分が何の検定をとれて、とれていないか？は把握している

とは思いますが、毎年確認されています。私的な用事を急に入れたりし

てトラブルにもなっています。突発的でやむを得ないもの以外は必ず受

験をしてください。 

  

夏休みの講習等の準備 

毎年、夏休み期間すぐ(今年は 7 月 24 日金、27 日月の 2 日間)に他

学科と平行して夏季講習を行っています。検定学習の不足を補っていま

す。原則全員参加です。事前に年間行事予定も配っていますが、各自予

定を入れる時、十分に気をつけてください。併せて冬休みも冬期講習も

もうけています。（現在の予定は、12 月 23 日水、24 日木、25 日金の

3 日間）冬期は検定試験間近であるためにとても重要です。 

皆さんの仕事は学校活動です。各自家庭などでスケジュールをみて相

談して予定を組んでください。ご理解とご協力をお願いします。 

 4月 10日(金)の朝、３年１･２組の先輩が、流通科として日常で実施している挨拶の礼

法について、１年生に指導してくれました。挨拶の仕方に始まり、立ち姿勢･お辞儀の角

度･発声の仕方など、新入生にとっては慣れない部分を細かく丁寧に指導していただきま

した。 

毎年の恒例行事となりましたが、教える側も教わる側にとっても、挨拶の仕方だけでは

なく意味も確認できる意味のあるものです。今まで以上に意識を持って臨んでください。

１年生はその都度意識し挨拶の礼法を身につけてください。 

協力してくれた3年の皆さん、ありがとうございました。 

【コラム】学校ってこんないいところ ～今ここでの体験が、「幸せな人生」をつくる～ 

高校生になると行動範囲が広がり、「アルバイトをしてお金を稼ぎたい」と考える生徒も年々増えてきます。しかし、私たちはあえてお伝えしたいので

す。働くチャンスは、大人になればいくらでも訪れます。だからこそ今、アルバイト以上に「学校でしかできないこと」「本当に高校生でしかできない体験」

を、何よりも大切にしてほしいと願っています。なぜなら、学校で過ごす日々の一挙手一投足が、「これからの幸せな人生」にすべて繋がっているから

です。 

1. 損得なしに熱狂した記憶が、人生の心の土台になる 

文化祭や体育祭での試行錯誤、部活動で流した悔し涙。これらは「お金のため」ではなく、純粋に「仲間と上を目指すため」だけのものです。 

損得勘定のないピュアな情熱を仲間と共有した経験は、大人になったとき、内側から自分を支え続ける「一生モノの心のエネルギー」になります。 

2. 「挑戦と変化」の成功体験が、未来を生き抜く自信になる 

学校は「安全に失敗できる最後の場所」です。新しい勉強、委員会、高い目標にどんどん挑戦してください。過去の自分に縛られず、いくらでも転びな

がら自分を「成長変化」させる。この「自分で自分を変えられた」という実感こそが、将来どんな壁にぶつかっても「自分なら大丈夫」と思える、幸せに生

きるための本当の自信になります。 

3. 挑戦を支える環境が、可能性を無限に広げる 

学校には、生徒の挑戦を絶対にバカにしない仲間や、どこまでも親身に付き合う教職員(大人)がいます。ここで自分の「面白い！」「好きだ！」を掘り

下げていくことが、将来の進路や、自分らしい幸せな生き方の発見に直結していきます。 

昨今のニュースや社会問題などからもよく聞きますが、スマートフォンやアルバイトだけで時間を消費してしまう子供が増えているのは、あまりにもも

ったいないことです。ここにしかない出会い、ここでしかできない挑戦、ここでしか変われない自分。学校という最高のステージを存分に使い倒して、自

分の手で「最高の未来と幸せな人生」をデザインしていく 1年にしていきましょう。私たち教職員一同、保護者の皆様と力を合わせながら、生徒たちの

確かな一歩を全力で応援してまいります。  (文責：野畑) 


